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⑦ 本人支援の内容 （発達支援の 5 領域）

健康・生活 運動・感覚 認知・行動 言語・コミュニケーション 人間関係・社会性

主
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①健康状態の維持、改善

②生活リズムや生活習慣の

形成

③基本的生活スキルの獲得

①姿勢と運動、動作の向上

②姿勢と運動、動作の補助

的手段の活用

③保有する感覚の総合的な

活用

①認知の発達と行動の習得

②空間・時間・数等の概念

形成の習得

③適切な外部環境の適切な

認知と適切な環境の習得

①言語の形成と活用

②言語の受容及び表出

③コミュニケーションの基

礎的能力の向上と手段の

選択、活用

①他者との関りの形成

②自己の理解と行動の調整

③対象や外部環境の適切な

認知と適切な環境の習得
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・食事や排泄、手洗いや歯磨き、

衣服の着脱衣など、身辺自立

に向けた取り組みを行う、必

要に応じて手順表などの支援

ツールを活用する

・片付けの意識付けを行う

・外遊びの後や食事の前、トイ

レ後の手洗いの習慣化を図る

・保護者からの聞き取りや登園

時の視診、療育中の健康観察

など、健康状態の確認を行う

・外遊びやサーキットなど、身

体を動かす活動を取り入れる

・遊びの中で、ハサミやお絵か

き、塗り絵や紐通しなど、手先

を使う遊びを取り入れる

・聞く姿勢や食事の姿勢など、

どんな姿勢がいいのか、視覚

的に伝える

・スライムや寒天、小麦粉粘土

などの感触遊びを取り入れる

・活動しやすい姿勢を保持する

ための工夫を行う

・個人のスケジュールを活用

・活動の切り替えに時計を活用

し、時間を意識できるように

する

・活動の中に色や形や数を意識

できるような工夫を取り入れ

る

・制作活動や設定の際には、一

人ひとりに合わせた分かりや

すい方法（手順書など）を取り

入れる

・指示を伝える際には、イラス

トや写真を活用して、視覚的

にも伝わりやすい工夫をする

・コミュニケーションブックを

活用し、表出の手段を増やす

・あそびコーナーにおもちゃカ

ードを用意し、要求行動につ

なげる

・あいさつ、自己紹介、発表の

場、なぞなぞ等、表出の機会を

設ける

・小集団の活動で、ルールのあ

る遊びや順番、交代、勝ち負

け、物の貸し借り、ごっこ遊び

等の経験をする

・親子の愛着形成の基盤を作る

・買い物に出かけたり、バスや

電車などの交通機関を利用

し、地域の中でマナーや交通

ルールを学ぶ機会を持つ

・集団の中で異年齢の関りを経

験する

①事業所名：特定非営利活動法人いんくる こども発達支援いんくる

②作成年月日：2024 年 7 月 1 日

③法人の理念：地域で生き生きと生活する子ども

④支援方針：
・児童の状況並びにその置かれている環境に応じて、適切かつ効果的な支援を行います。

・児童及び保護者の意思及び人格を尊重し、常に児童等の立場に立ってサービスの提供を行います。

・地域との結びつきを重視し、行政機関や児童福祉施設等との密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。

⑤営業時間：8時 30 分から 17 時 30 分まで

⑥送迎実施の有無：送迎は実施しておりません

支援内容（家族支援、地域支援等）

支援内容（本人支援）

⑧ 家族支援 ⑨ 移行支援の内容
⑩ 地域支援、地域連携の内

容

⑪ 職員の質の向上に資する

取り組み
⑫ 主な行事等

┰
╿
┻
╷
╓
╚
具
体
的
╖
╔
╶
┻
╫

・家族 （保護者やきょうだい児）

の想いを傾聴し、共感する

・しゃべくるタイムの開催（親

子通園クラス）

・先輩の保護者を講師に招き、

相談会（グループ、個別）を

開催する

・親の会や当事者活動のグルー

プを紹介する

・随時相談を受け付け、面談や

SNS、家庭訪問など適切な方

法で対応する

・地域の保育機関や教育機関等

の情報提供を行い、必要に応

じて見学会等を行う

・移行に向けて希望調査を行

い、移行先に関する情報提供

を行う

・移行に向けて、家族と協力し

てサポートブック、サポート

ファイルを作成する

・移行先との相互の訪問による

移行支援、移行後のフォロー

アップなどを行う

・事業所が有する専門性を地域

に積極的に展開し、保育所等

訪問支援事業や山口市巡回支

援専門員整備事業等を通して

地域支援を行う

・山口市自立支援協議会こども

部会を通して関係機関との連

携を行う

・地域の公共施設や公共交通機

関などを積極的に利用、地域

の行事（どんど焼き、もりさ

ま祭りなど）にも参加し、地

域との交流を図る

・外部研修に積極的に参加する

・地域自立支援協議会、担当者

会議などに参加し、地域の関

係機関との連携や取り組みを

学ぶ機会、研修情報の交換に

よる外部研修の参加などの機

会を持つ

・月一回以上、法人の全職員参

加の職員ミーティングを行

い、法人内研修や多職種参加

の事例検討、支援ツール作成

などを行っている

・入園

・遠足

・七夕

・ハロウィン

・芋ほり

・クリスマス

・節分

・卒園・修了

※グループによって実施状況が

異なることがあります


